
臨床医学Ⅱ
Clinical Medicine Part II220331041 服部悟 専門 2 選択 3前期

科目の概要

管理栄養士の主な業務の一つとして傷病者に対する栄養の指導がある。DP2にあるように医療・介護をはじめとした
様々な領域における栄養管理をするために、管理栄養士にとって重要な疾患（消化器系疾患、循環器系疾患、呼吸器系
疾患、内分泌系疾患、運動器系疾患）の疾病概念、成因、病態、診断、治療などを理解する。この授業では、栄養士に
必要な科学的根拠に基づいて判断する能力と自己学習能力とを身に着ける。

学修内容 到達目標

① 主要疾患の疾病概念と成因（原因）を理解する。
② 主要疾患の病態（自覚症状、他覚症状等）と診断を理
解する。
③ 主要疾患の治療方法を、栄養に重点を置いて理解す
る。

① 主要疾患の疾病概念と成因（原因）を説明できる。
② 主要疾病の病態（自覚症状、他覚症状等）と診断を説
明できる。
③ 主要疾患の治療方法を、栄養に重点を置いて説明でき
るとともに知識を活用して新しい方法を提案できる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 関連科目である解剖学や生理学、生化学について、事前学習（復習）をする。

働きかけ力

実行力 主要疾患（約200）の疾患名と疾病概念の記憶に取り組むことができる。
予習と復習で、能率よく自己学習を進めることができる。

考え抜
く力

課題発見力 疾患を学習することで、傷病者に対する栄養指導課題を見つけ出すことができる。

計画力

創造力

予習と復習で、能率よく自己学習を進めることができる。

インターネットなどで流布されている医療情報を確認し、信頼性を自分で判断できる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

教員からの質問に、はっきりと大きな声で答えることができる。
与えられた課題を、わかりやすい内容にまとめて提出できる。

講義内容や相手の意見を丁寧に聞き取り、自分の意見を述べることができる。

遅刻、私語、居眠りなど講義に支障をきたす行動をせず、ルールを守ることができる。
遠隔講義の時間割に従って、学修ができる。提出物の締切時間を守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：羽生大記・河手久弥編、臨床医学-人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（南江堂）3,100円（＋税）
　　　　　関連する資料および復習問題のプリントを適宜配布する。

他科目との関連、資格との関連

解剖生理学I・II、生化学I、および解剖生理学実習I・IIの学修を基盤として、臨床医学Iに続いて、臨床医学を学ぶ。
臨床医学III、臨床医学実習に繫がる。また、専門実践実習の基礎となり、臨床栄養学II・IIIとも関連する。
資格との関連：管理栄養士、栄養教諭

学修上の助言 受講生とのルール

①解剖学、生理学、生化学の知識は疾病を理解するうえで
も必須である。それらを十分理解して授業に臨むとよい。
②毎週の小テストが50％以下の正答率の場合は、すぐに復
習を行うとよい。

①携帯電話の電源は切り、カバンにしまっておくこと。
②テキストと配布したプリントは、毎時間持参する。
③赤鉛筆または赤ボールペンを持参すること。
④遠隔講義では、時間割や提出物の期限を守る。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

①主要疾患の疾病概念、成因、病態、治療等について正し
く理解し説明できること。
②主要疾患の疾病者に対する栄養指導との関係を説明でき
ること。
S（秀）＝①＋②、A（優）＝①または②

①主要疾患の疾病概念を説明できること。
②主要疾患の成因、病態、治療等の基本的用語を記述でき
説明できること。
B（良）＝①＋②、C（可）＝①

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

80

主要疾患の疾病概念、成因、病態、治療等について理解し、栄養と
の関係を説明できる。
授業で学んだ内容の理解度を、客観式テストにより評価する。
以上の内容の筆記試験で60%以上の得点を合格とする。

② ✓

③ ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

10

毎週の小テストは、授業中または終了時に、授業内容について客観
式確認テストを行う。
以上により、主要疾患の疾病概念、成因、病態、治療等の基本的用
語を理解できているか確認する。

② ✓

③ ✓小テスト

①

0

②

③レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）自ら知識を深める姿勢・行動がみられること
（実行力）自己の学修目標を設定してその達成に努力すること。
（課題発見力）傷病者に対する栄養指導課題を見つけ出すこと。
（計画力）予習・復習で能率的に自己学習ができること。必要に応じて、解剖生理
学の知識について予習テストを出題する。また、翌週までの間に、客観式復習テス
トを課す。
（創造力）インターネットなどで流布されている医療情報を確認し、信頼性を自分
で判断できること。
（発信力）教員からの質問に、はっきりと大きな声で答えることができること。
（傾聴力）授業に集中し、内容を理解し、要点を記録できること。
（規律性）教室でのマナーを守り、質の高い学びの場にできる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



①主要疾患の疾病概念を説明できること。
②主要疾患の成因、病態、治療等の基本的用語を記述でき
説明できること。
B（良）＝①＋②、C（可）＝①

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

〇運動器系疾患１
骨粗鬆症、骨軟化症・
くる病、変形性関節症
の成因・病態・診断・
治療について理解す
る。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

骨粗鬆症、骨軟化症・
くる病、変形性関節症
（OA)の病態について
説明できる。

（予習）テキスト第11
章A, B-1～3（骨粗鬆
症、骨軟化症・くる
病、変形性関節症）を
確認すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

2

〇運動器系疾患２
関節リウマチ、フレイ
ル、サルコペニア、ロ
コモティブシンドロー
ムの成因・病態・診
断・治療について理解
する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

関節リウマチ（RA)、
フレイル、サルコペニ
ア、ロコモティブシン
ドロームの病態につい
て説明できる。

（予習）テキスト第11
章B-4〜7（関節リウマ
チ、フレイル、サルコ
ペニア、ロコモティブ
シンドローム）を確認
すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

3

〇循環器疾患：循環障
害、高血圧・不整脈
循環障害、動脈硬化、
高血圧、不整脈の成
因・病態・診断・治療
について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

循環障害（虚血、充
血、うっ血、血栓、塞
栓）、動脈硬化、高血
圧、不整脈の成因・病
態について説明でき
る。

（予習）テキスト第6
章A,B-1〜4, 6（循環
障害、動脈硬化、高血
圧、不整脈）を確認す
ること。
（復習）学期末テスト
に向け復習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

4

〇循環器系の疾患：虚
血性心疾患・心不全
狭心症、冠攣縮性狭心
症、心筋梗塞、心不全
の成因・病態・診断・
治療について理解す
る。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

狭心症、心筋梗塞、冠
攣縮性狭心症、心不全
の成因・病態について
説明できる。

予習）テキスト第6 章
B-5, 8（虚血性心疾
患、心不全）を確認す
ること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

5

〇循環器系の疾患：肺
塞栓、脳血管障害
肺塞栓、脳出血、くも
膜下出血、脳梗塞、一
過性脳虚血発作の成
因・病態・診断・治療
について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

肺塞栓、脳出血、くも
膜下出血、脳梗塞、一
過性脳虚血発作の成
因・病態について説明
できる。

（予習）テキスト第6
章B7,9（肺塞栓、脳出
血、くも膜下出血、脳
梗塞、一過性脳虚血発
作）を確認すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

6

〇呼吸器疾患１
慢性閉塞性肺疾患
（COPD）とアシドーシ
ス・アルカローシスの
成因・病態・診断・治
療について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

慢性閉塞性肺疾患
（COPD）の症状と検
査、および、アシドー
シス・アルカローシス
の成因・病態について
説明できる。

（予習）テキスト第10
章A, B-1 （慢性閉塞
性肺疾患）を確認する
こと。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

7

〇呼吸器疾患２
気管支喘息、肺炎の成
因・病態・診断・治療
について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

気管支喘息の病態と診
断、および、肺炎の病
態について説明でき
る。

（予習）テキスト第10
章B-2, 3 （気管支喘
息、肺炎）を確認する
こと。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

〇消化器疾患：消化管
疾患1
消化管疾患（口内炎、
胃食道逆流症、胃・十
二指腸潰瘍、イレウ
ス、便秘）の成因・病
態・診断・治療につい
て理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

口内炎、胃食道逆流
症、胃・十二指腸潰
瘍、イレウス、便秘の
病態について説明でき
る。

（予習）テキスト第5
章A, B-1～3,7,8（口内
炎、胃食道逆流症、
胃・十二指腸潰瘍、便
秘、イレウス）を確認
すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

〇消化器疾患：消化管
疾患２
炎症性腸疾患（潰瘍性
大腸炎、クローン病）
の成因・病態・診断・
治療について理解す
る。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

潰瘍性大腸炎、クロー
ン病の病態・治療につ
いて説明できる。

（予習）テキスト第5
章B-5（潰瘍性大腸
炎、クローン病）を確
認すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

10

〇消化器疾患：消化管
疾患３
消化管疾患（たんぱく
漏出性胃腸症、過敏性
腸症候群、胆石症、胆
嚢炎、膵炎）の成因・
病態・診断・治療につ
いて理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

たんぱく漏出性胃腸
症、過敏性腸症候群、
胆石症、胆嚢炎、膵炎
の成因・病態について
説明できる。

（予習）テキスト第5
章B-4, 6, 12, 13（た
んぱく漏出性胃腸症、
過敏性腸症候群、胆石
症、胆嚢炎、膵炎）を
確認すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

11

〇消化器疾患：肝臓疾
患
肝疾患（肝炎、肝硬
変、脂肪肝、NAFLD、
NASH）の成因・病態・
診断・治療について理
解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

肝炎、肝硬変、脂肪
肝、NAFLD、NASHの成
因・病態について説明
できる。

（予習）テキスト第5
章B-9～11（肝炎、肝
硬変、脂肪肝、
NAFLD、NASH）を確認
すること。
（ 復習）復習テス
ト・学期末テストに向
け復習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

12

〇内分泌疾患１
視床下部・下垂体疾患
（先端巨大症、プロラ
クチノーマ、尿崩症、
SIADH）および副甲状腺
機能亢進症・低下症の
成因・病態・診断・治
療について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

先端巨大症、プロラク
チノーマ、尿崩症、
SIADH、副甲状腺機能
亢進症・低下症にかか
わるホルモンの作用と
病態について説明でき
る。

（予習）テキスト第8 章
A,B-3,4 （先端巨大症、
プロラクチノーマ、尿崩
症、SIADH、副甲状腺機能
亢進症・低下症）を確認
すること。
（復習）復習テスト・学
期末テストに向け復習す
ること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

13

〇内分泌疾患２
甲状腺疾患（甲状腺機
能亢進症、甲状腺機能
低下症）の成因・病
態・診断・治療につい
て理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

甲状腺機能亢進症、甲
状腺機能低下症にかか
わるホルモンの作用と
病態について説明でき
る。

（予習）テキスト第8
章B-1（甲状腺機能亢
進症・甲状腺機能低下
症）を確認すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

14

〇内分泌疾患３
副腎疾患（アルドステ
ロン症、褐色細胞腫）
の成因・病態・診断・
治療について理解す
る。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

アルドステロン症と褐
色細胞腫にかかわるホ
ルモンの作用と主な症
状について説明でき
る。

（予習）テキスト第8
章B-2（原発性アルド
ステロン症、褐色細胞
腫）を確認すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

〇内分泌疾患４
副腎疾患（クッシング
症候群、アジソン病、
先天性副腎過形成症）
の成因・病態・診断・
治療について理解す
る。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

クッシング症候群
（クッシング病、医原
性クッシング症候
群）、アジソン病、先
天性副腎過形成症にか
かわるホルモンの作用
と病態について説明で
きる。

（予習）テキスト第8
章B-2（クッシング症
候群、アジソン病）を
確認すること。
（復習）復習テスト・
学期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性



臨床医学Ⅲ
Clinical Medicine Part III220332042 服部悟 専門 2 選択 3後期

科目の概要

管理栄養士の主な業務の一つとして傷病者に対する栄養の指導がある。DP2にあるように、医療・介護をはじめとした
様々な領域における栄養管理をするために、管理栄養士にとって重要な疾患（血液系疾患、腎・尿路系疾患、免疫・ア
レルギー系疾患、感染症、生殖器系疾患、悪性腫瘍）の疾病概念、成因、病態、診断、治療などを理解する。この授業
では、栄養士に必要な科学的根拠に基づいて判断する能力と自己学習能力とを身に着ける。

学修内容 到達目標

① 主要疾患の疾病概念と成因（原因）を理解する。
② 主要疾患の病態（自覚症状、他覚症状等）と診断を理
解する。
③  主要疾患の治療方法を、栄養に重点を置いて理解す
る。

① 主要疾患の疾病概念と成因（原因）を説明できる。
② 主要疾病の病態（自覚症状、他覚症状等）と診断を説
明できる。
③  主要疾患の治療方法を、栄養に重点を置いて説明でき
るとともに知識を活用して新しい方法を提案できる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 関連科目である解剖学や生理学、生化学について、事前学習（復習）をする。

働きかけ力

実行力 主要疾患（約200）の疾患名と疾病概念の記憶に取り組むことができる。
予習と復習で、能率よく自己学習を進めることができる。

考え抜
く力

課題発見力 疾患を学習することで、傷病者に対する栄養指導課題を見つけ出すことができる。

計画力

創造力 インターネットなどで流布されている医療情報を確認し、信頼性を自分で判断できる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

教員からの質問に、はっきりと大きな声で答えることができる。
与えられた課題を、わかりやすい内容にまとめて提出できる。

講義内容や相手の意見を丁寧に聞き取り、自分の意見を述べることができる。

遅刻、私語、居眠りなど講義に支障をきたす行動をせず、ルールを守ることができる。
遠隔講義の時間割に従って、学修ができる。提出物の締切時間を守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：羽生大記・河手久弥編、臨床医学-人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（南江堂）3,100円（＋税）
　　　　　関連する資料および復習問題のプリントを適宜配布する。

他科目との関連、資格との関連

臨床医学I・IIの学修を基盤として、臨床医学IIIを学ぶ。管理栄養士特論A・B・C、および卒業研究に繫がる。
資格との関連：管理栄養士

学修上の助言 受講生とのルール

①解剖学、生理学、生化学の知識は疾病を理解するうえで
も必須である。それらを十分理解して授業に臨むとよい。
②毎週の小テストが50％以下の正答率の場合は、すぐに復
習を行うとよい。

①帯電話の電源は切り、カバンにしまっておくこと。
②テキストと配布したプリントは、毎時間持参する。
③赤鉛筆または赤ボールペンを持参すること。
④遠隔講義では、時間割や提出物の期限を守る。

2023年度 愛知学泉大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目

✓



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

①主要疾患の疾病概念、成因、病態、治療等について正し
く理解し説明できること。
②主要疾患の疾病者に対する栄養指導との関係を説明でき
ること。
S（秀）＝①＋②、A（優）＝①または②

①主要疾患の疾病概念を説明できること。
②主要疾患の成因、病態、治療等の基本的用語を記述でき
説明できること。
B（良）＝①＋②、C（可）＝①

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

80

主要疾患の疾病概念、成因、病態、治療等について理解し、栄養と
の関係を説明できる。
授業で学んだ内容の理解度を、客観式テストにより評価する。
以上の内容の筆記試験で60%以上の得点を合格とする。

② ✓

③ ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

10

毎週の小テストは、授業中または終了時に、授業内容について客観
式確認テストを行う。
以上により、主要疾患の疾病概念、成因、病態、治療等の基本的用
語を理解できているか確認する

② ✓

③ ✓小テスト

①

0

②

③レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）自ら知識を深める姿勢・行動がみられること
（実行力）自己の学修目標を設定してその達成に努力すること。
（課題発見力）傷病者に対する栄養指導課題を見つけ出すこと。
（計画力）予習・復習で能率的に自己学習ができること。
（創造力）インターネットなどで流布されている医療情報を確認し、信頼性を
自分で判断できること。
（発信力）教員からの質問に、はっきりと大きな声で答えることができるこ
と。
（傾聴力）授業に集中し、内容を理解し、要点を記録できること。
（規律性）教室でのマナーを守り、質の高い学びの場にできる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



①主要疾患の疾病概念を説明できること。
②主要疾患の成因、病態、治療等の基本的用語を記述でき
説明できること。
B（良）＝①＋②、C（可）＝①

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

〇血液系疾患１
貧血（鉄欠乏性貧血、
巨赤芽球性貧血、再生
不良性貧血、溶血性貧
血、腎性貧血）の成
因・病態・診断・治療
について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

鉄欠乏性貧血、巨赤芽
球性貧血、再生不良性
貧血、溶血性貧血、腎
性貧血の成因を説明で
きる。

（予習）テキスト第13
章A, B-1（貧血）を確
認すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

2

〇血液系疾患２
特発性血小板減少性紫
斑病（ITP）、播種性
血管内凝固症候群
（DIC）、血友病の成
因・病態・診断・治療
について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

特発性血小板減少性紫
斑病（ITP）、播種性
血管内凝固症候群
（DIC）、血友病の病
態について説明でき
る。

（予習）テキスト第13
章B-2（出血性疾患）
を確認すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

3

〇血液系疾患３
急性白血病、慢性骨髄
性白血病、骨髄異形成
症候群の成因・病態・
診断・治療について理
解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

急性白血病、慢性骨髄
性白血病、骨髄異形成
症候群の病態について
説明できる。

（予習）テキスト第13
章B-3（白血病）を確
認すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

4

〇腎・尿路系疾患１
急性・慢性糸球体腎
炎、ネフローゼ症候群
の成因・病態・診断・
治療について理解す
る。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

急性・慢性糸球体腎
炎、ネフローゼ症候群
の病態について説明で
きる。

（予習）テキスト第7
章A,B-1, 2 （急性・
慢性糸球体腎炎、ネフ
ローゼ症候群）を確認
すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

5

〇腎・尿路系疾患２
急性・慢性腎不全の成
因・病態・診断・治療
について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

急性・慢性腎不全の病
態について説明でき
る。

（予習）テキスト第7
章B-3（急性・慢性腎
不全）を確認するこ
と。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

6

〇腎・尿路系疾患３
慢性腎臓病(CKD)の成
因・病態・診断・治療
について理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

急性・慢性腎不全、慢
性腎臓病(CKD)の病態
について説明できる。

（予習）テキスト第7
章B-5（CKD(慢性腎臓
病)）を確認するこ
と。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

7

腎・尿路系疾患４
透析の原理、導入基
準、合併症を理解す
る。尿路結石の成因・
病態・診断・治療につ
いて理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

血液透析と腹膜透析の
原理について説明でき
る。尿路結石の病態に
ついて説明できる。

（予習）テキスト第7
章B-6, 7（尿路結石
症、血液透析、腹膜透
析）を確認すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

〇免疫・アレルギー疾
患１
アレルギー反応、食物
アレルギーの成因・病
態・診断・治療につい
て理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

アレルギー反応を４分
類できる。食物アレル
ギーの病態、治療につ
いて説明できる。食物
依存性運動誘発アナ
フィラキシー、口腔ア
レルギー症候群の病態
について説明できる。

（予習）テキスト第14
章A, B-1, 2（アレル
ギー反応、アレルギー
疾患）を確認するこ
と。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

〇免疫・アレルギー疾
患２
膠原病、自己免疫性疾
患、免疫不全の成因・
病態・診断・治療につ
いて理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

橋本病、バセドウ病、
関節リウマチ、全身性
エリマトーシス、強皮
症、シェーグレン症候
群の病態について説明
できる。

（予習）テキスト第14
章B-3,4 （膠原病、自
己免疫性疾患、免疫不
全）を確認すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

10

〇感染症：総論
感染症の成因・病態・
診断・治療の概要を理
解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

病原体の分類、感染の
成立、人獣共通感染
症、性行為感染症、日
和見感染と院内感染、
新興感染症と再興感染
症、化学療法、薬剤耐
性について説明でき
る。

（予習）テキスト第15
章A(7以外）（感染症
の成因・病態・診断・
治療）を確認するこ
と。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

11

〇感染症：各論
代表的な感染症の成
因・病態・診断・治療
の概要を理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

主要な感染症（インフ
ルエンザ、麻疹、風
疹、結核、コレラ、水
痘、手足口病、ノロウ
イルス）について説明
できる。

（予習）テキスト第15
章A-7 C（感染症各
論）を確認すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

12

〇生殖系疾患１
妊娠高血圧症候群、妊
娠糖尿病、妊娠悪阻の
成因・病態・診断・治
療について理解する。
子宮筋腫、子宮内膜
症、更年期障害の病態
を理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

妊娠高血圧症候群、妊
娠糖尿病、妊娠悪阻、
子宮筋腫、子宮内膜
症、更年期障害の病態
について説明できる。

（予習）テキスト第12
章A,B,C （妊娠と分
娩・妊娠合併症、女性
生殖器疾患）を確認す
ること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

13

〇生殖系疾患２
子宮頸がん、子宮体が
ん、乳がん、前立腺が
ん、前立腺肥大症の病
態・治療について理解
する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

子宮頸がん、子宮体が
ん、乳がん、前立腺が
ん、前立腺肥大症の病
態について説明でき
る。

（予習）テキスト第16
章A-6〜8 （子宮頸が
ん、子宮体がん、乳が
ん、前立腺がん）、第
12章D（前立腺肥大症）
を確認すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

14

〇悪性腫瘍１
食道がん、胃がん、大
腸がんの成因・病態・
診断・治療の概要を理
解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

食道がん、胃がん、大
腸がんの病態について
説明できる。

（予習）テキスト第16
章A-1〜3 （食道が
ん、胃がん、大腸が
ん）を確認すること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

〇悪性腫瘍２
肝臓がん、膵がん、肺
がん、甲状腺がんの成
因・病態・診断・治療
の概要を理解する。

講義
講義内容の確認テスト
と解説（遠隔の場合は
google forms）
ディスカッション
予習・復習テストと解
説（google forms）

肝臓がん、膵がん、肺
がん、甲状腺がんの病
態について説明でき
る。

（予習）テキスト第16
章A-4, 5, 9（肝臓が
ん、膵がん、肺がん、
甲状腺がん）を確認す
ること。
（復習）復習テスト・
前期末テストに向け復
習すること。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性


